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＜旅の終わりに＞

今 回 の 旅 の エ ピソ ー ドを 紹 介 しま す。
第1話】

特 急 サ ン ライ ズ 出 雲 で シ ャ ワ ー 券 を

買 お うと した ら売 り切 れ． 後 ろ か ら 韓

国風の 青 年が、「どう ぞ、」 と カ ー ドを
く れ た。

シ ャ ワ ー で さ っ ぱ り し、 缶 ビ ー ル を

飲 ん で、 夢 路 につ い た。

カー ドは、1枚千円もする。 青年の好
意 に 感謝 して いる。
第2話】
＊宿の人の好意 （帝釈峡＝紬､L*<#よう） ①
ここの宿 には、 蛍が見た いと言って

申し込んだ。 後日宿 から、 地 域が主催

する蛍ツアー が1週間延 びたとの連絡
が入った。 し かし、 蛍がいる所へは宿

の人が案内 してく れるとの 事 で、 旅行
は予 定 通 り 決 行1

当夜、 宿 の 人 は源 氏蛍 が棲 息 して い
る所へ案内 してく れた。 元 気が良く、
高い木の枝や川 面 を飛 び回って いる。
私の居 る 所 から離 れて いる の で、 肉

眼 で 蛍 火 が 見 え て も、 カ メ ラ は 無 理 だ。
と思って いたら、 宿の人が姫蛍がいる

所へ案内 してく れた。 姫蛍 は体が小さ
いの で、 高 い所 は飛 べませ ん。 と の 事。
何 とか 映 したのが、 掲 載の 写真だ。

私の気持ち を察 してく れた宿 の人 に感
謝 して い る。
＊宿の人の好意②
帝釈 峡が ある駅 へ 宿 の 人 が 車 で迎 えに
来てく れた。 帝釈 峡の見所の一つの

「御橋（おんIIL)は、 宿 から歩 いて 行 けま
す か ？」 と 聞 い た ら、「そ れ な ら、 御
橋近くの駐車場へ行くから、 そこから

歩 いて 行 き なさ い。」 と 言 わ れた。 駐
車 場 か ら先 へ は車 が 入 れ な い の だ。 し

かし、 駐車場 から御 橋迄、 徒 歩で往復

す ると、 約40分 か かる。 宿 の 人は私 が戻

る迄、 車 で待 って いてく れた。

【第3話】

井倉洞 がある井倉駅は、 乗降客が少な
く、 ふ だ ん タ ク シ ー は い な い。 そ こ で タ

クシ ー を 事前 に予 約 して お いた．

私がタクシーに乗ろうと した時、 中年

女性の駅員 （駅長？） が私に 「何処まで
行 く ん で す か？」 と 聞 いて きた。 私 が
「初めに井倉渓谷に行って、 滝の写真を

撮って から井倉洞を見学 します。 井倉洞
でタク シ ー を捨てて 見学 し、 歩 いて ここ

迄 戻 りま す。」 と 言 っ た ら、 駅 員 は 「こ
の暑 さ の 中 で、 こ の 荷物 は無 理よ･」 と
言い、 更に運転手に向かって、「運転手
さん も こ の お 客 さ ん に、 無 理 だと 言 って

やんなよ･」 と 話 し相手を変えた． する
と運転手は、「そ れなら駅員さん、 お客

さ ん の 荷 物 を預 か っ て や ん な よ･」 と 逆
襲。 駅員 は 「駅 ではお客の荷物は預から

な い ん だ け ど…。」 と 言 い な が ら、 渋々
荷物を預 かってく れた。 駅員と運転手の
好 意に感 謝！

【第4話】
今度は、 鳴門の 観潮船の船員 からの好

意 の 話。

渦潮 を な る べ く 良 い ア ン グル で と、1
等船室を奮発 した。 客 は私一人。 船員が

渦潮が良く 見 える船の位置 を案内 してく
れた。 こ う して 撮った の が、 掲載の写真

の2葉だ。

【第5話】
高松駅で、「サ ンライ ズ瀬戸」 の発車

まで時間があるの で、 案内所 でスーパー
銭 湯の 場所を聞き、 市 電 に 一駅乗 った。

市 電 を 降 り る と、2人 の 女 子 中学 生

（高校生？） が話の最中。 私がスーパー
銭 湯の道 を 尋 ね る と、 ス マ ホ を 取 り 出 し、
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地 図 を見 て、「お連 れ しま す。」 と 言
っ て く れ た。
道々、「どち ら か ら い ら した の で す か

？」 と 聞か れた時の笑顔がかわいい。

女 の 子2人 だっ た と は い え、 暗くな
ってからの道案内の好意に感謝したい。
旅 行 の ト ラ ベ ル の 語 源 は、「I、ラ ブ

ル。」 と 聞 いて いる。 旅に出 ると、 色
々 な トラ ブル に遭 う か らだ。
しかし、 今回の私の旅は、 好意の連

続だった。 そ の事に感謝しつつ、「サ
ンライ ズ瀬戸」 の車中の人となった。
【第6話】
今度 は私自身 の話。 と は言 え、 私が
他 人に親切 を した訳ではな い。 旅先で
疑 問を持った 事だ。

井倉洞周辺の岩肌は石灰岩。 石灰岩
は、 海の生物を含む岩石だから、 井倉
洞周辺は、 太古の時代は海と言える。
小さな鍾乳洞は帝釈11皮にもあった。
中国地方で有名な鍾乳洞の秋芳洞は山
口県にある。 そ れなら、 こ の 石灰岩の
地層 は、 山 口 県迄続いて いる のだろか。
そ して、 マ ント ルや プレー トの 働 き で、

中国山地が陸に隆起 したのだろうか？
確 かに、 山口県の瀬戸内海側 に、 小

野田セメ ントがある。 石灰岩を原料と
して、 セメ ントを作 っている会社 だ。
中国地方には、 石灰岩層が多いようだ。
また、 地 図帳を見 ると、 火 山が少な

い。 目 につくの は、 烏取県の大山。 他
に、 火山ではないが、 火 山の 噴出物の

マ グマが冷 えた固まった、 兵庫 県の玄
武洞。 どう して、 中 国地方 に は火 山 が
少 な い の だ ろ う か。

今回の旅は、 私 に地質学 的な問い掛
けをしてきた。 そ して、 謎解きの始発
駅 にな った。 謎を解 くと、 ま た 謎 が生

まれるかもしれない。 旅は、「終わり
のな い旅」 で よ い と 思 う。
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＊「サ ンライ ズ出雲」「サンライ ズ瀬戸」
は2023年現在、 JRの定期列車として
は、 唯一の寝台列車だ。 下 りは岡山で双
方に分離、 上 りは同 じく岡山で併合され
る。

以前の蚕棚 式の寝台車に比べると、
防音に優れ、 プライバシーが保たれ、
コンパ クトな 室内ではあるが、 快適な
乗り心地だ。
今回の私の旅の 「足」 と なり、「宿」

と な っ た。
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